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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第18期

第１四半期連結
累計期間

第19期
第１四半期連結
累計期間

第18期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（千円） 2,177,5002,147,82210,021,729

経常損失（千円） △169,118△229,240△335,337

四半期（当期）純損失（千円） △112,042△191,488△375,857

四半期包括利益又は包括利益（千円） △112,280△192,379△375,233

純資産額（千円） 5,496,3035,040,9695,233,349

総資産額（千円） 9,076,0308,640,3098,723,334

１株当たり四半期（当期）純損失金額

（円）
△0.61 △1.04 △2.05

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 60.6 58.3 60.0

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれていません。　　

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失金額で

あり、また、潜在株式が存在しないため記載していません。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社および当社の関係会社（以下、当社グループという）が営む事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

　

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものです。　

（１）経営成績の分析　

　当第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日～平成24年６月30日）におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需

要などにより穏やかな景気の持ち直しが見られたものの、欧州債務危機や電力供給問題等を背景とする懸念材料があ

り、先行きは不透明な状況となっております。

このような経済状況のもと、当社グループの主力であるブライダル事業は、個人消費の低迷、同業企業間での競争の

激化など厳しい環境下での営業となりました。当第１四半期連結累計期間においては、「愛を、永遠にする。」という新

しい理念のもと、あらゆる最高をお客様に提供すべく、それらを追及していくことを全役職員が取り組むと共に、具体

的には次の売上増加施策および利益向上施策を実施し、業績の回復に努めました。

　

１）集客力の強化

広告制作部門の強化によりブランド価値を向上させ、当社ブランドの認知度向上に努めました。
　

２）商品力の強化

新規顧客層を獲得するため、新企画の商品開発に取り組みました。
　

３）人事制度の強化

新しい企業理念にもとづく、接客スタッフの評価制度改革による意欲の向上、教育制度の改革や充実による接客ス

キルの向上に取り組みました。
　

４）組織力の強化

店舗指導、営業教育のための新部署の設立および人事部門の再編成による販売、営業部門に対するバックアップ体

制を強化しました。
　

５）経費面の全面見直し

引き続き全部署を対象とし、全社網羅的な経費削減策を実施しました。　
　

６）店舗の統廃合による効率化

店舗運営の効率化を図り、利益を改善する施策として、前連結会計年度末に実施したホワイトベル３店舗の統合に

加え、当第１四半期連結累計期間にはエクセルコダイヤモンド広島店を閉店しました。

　

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における当社グループの連結業績は、売上高21億47百万円（前年同四半期比

1.4％減）、営業損失２億26百万円（前年同四半期は、営業損失１億66百万円）、経常損失２億29百万円（前年同四半期

は、経常損失１億69百万円）、四半期純損失１億91百万円（前年同四半期は、四半期純損失１億12百万円）となりまし

た。
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当社グループの販売・サービス別の売上は、以下のとおりです。

　

セグメントの名称 販売・サービスの名称など

当第１四半期連結累計期間（千円)

（自　平成24年４月１日

  至　平成24年６月30日）

前年同四半期比

(%)
構成比(%) 

ブライダル事業

 

 ブライダル関連販売・サービス 2,054,136 98.8 95.6

 ファッション関連販売・サービス 93,122 95.9 4.3

その他（注）２ 563 125.9 0.0

 合　計 2,147,822 98.6 100.0

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれていません。

２．「その他」は、催事・本社関連などの売上となっています。 

３．「ブライダル関連販売・サービス」は、ブライダルジュエリー販売、ギフト販売、ウェディング送客サービ

ス、ティアラ・レンタルサービスおよび連結子会社の売上となっています。「ファッション関連販売・サー

ビス」は、ファッションジュエリー販売の売上となっています。

　

 （２）財政状態の分析

（資産の部）

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ１百万円増加（前連結会計年度比0.0%増）し、55億64百万円となりました。主

な増減要因としては、現金及び預金の増加１億10百万円、商品及び製品の減少１億５百万円などによるものです。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ84百万円減少（同2.7％減）し、30億76百万円となりました。主な減少要因とし

ては、店舗統合による敷金及び保証金の減少１億５百万円などによるものです。

　この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて1.0％減少し、86億40百万円となりました。

（負債の部）

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ１億76百万円増加（前連結会計年度比6.5％増）し、28億66百万円となりまし

た。主な増減要因としては、短期借入金の増加２億00百万円、支払手形及び買掛金の減少46百万円などによるもので

す。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて66百万円減少（同8.4％減）し、７億32百万円となりました。主な減少要因と

しては、社債の減少35百万円、長期借入金の減少29百万円などによるものです。

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて3.1％増加し、35億99百万円となりました。

（純資産の部）

　純資産は、前連結会計年度末に比べて１億92百万円減少（前連結会計年度比3.7％減）し、50億40百万円となりまし

た。主な減少要因としては、四半期純損失による利益剰余金の減少１億91百万円などによるものです。

　以上の結果、当第１四半期連結会計期間末の自己資本比率は58.3％となりました。

　　

（３）事業上および財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 700,000,000

計 700,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 183,765,644 183,765,644

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は100

株です。

計 183,765,644 183,765,644 － －

　
（注）平成24年６月28日開催の第18期定時株主総会決議により、平成24年８月１日付で単元株式数の変更及び定款

の一部変更が行われ、単元株式数は100株となっています。

　

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
 （千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
－ 183,765,644－ 1,777,743 － 1,536,643

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）にもとづく株主名簿による記載をしてい

ます。

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

790
－

権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式で

あり、単元株式数は10株です。

完全議決権株式（その他）
普通株式

183,742,710
18,374,271 同上

単元未満株式
普通株式

22,144
－ －

発行済株式総数 183,765,644 － －

総株主の議決権 － 18,374,271 －

　（注）平成24年６月28日開催の第18期定時株主総会決議により、平成24年８月１日付で単元株式数の変更及び定款の

一部変更が行われ、単元株式数は100株となっています。

　

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社シーマ
東京都中央区銀座二丁

目６番３号
790 － 790 0.00

計 － 790 － 790 0.00

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）にもとづいて作成しています。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定にもとづき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平

成24年６月30日まで）および第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）にかかる四

半期連結財務諸表について、ＵＨＹ東京監査法人による四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,051,756 1,162,051

受取手形及び売掛金 383,775 336,039

商品及び製品 3,900,782 3,795,705

原材料及び貯蔵品 66,185 64,063

前払費用 106,082 97,707

繰延税金資産 34,213 54,365

その他 19,549 54,310

貸倒引当金 △120 △109

流動資産合計 5,562,226 5,564,134

固定資産

有形固定資産

建物附属設備（純額） 679,445 664,652

車両運搬具（純額） 8 6

工具、器具及び備品（純額） 980,274 992,098

有形固定資産合計 1,659,728 1,656,756

無形固定資産

ソフトウエア 47,454 45,547

電話加入権 4,932 4,932

無形固定資産合計 52,387 50,480

投資その他の資産

長期前払費用 19,523 18,315

長期貸付金 15,398 14,193

敷金及び保証金 1,114,336 1,008,711

繰延税金資産 299,120 327,052

その他 14,176 14,226

貸倒引当金 △13,562 △13,561

投資その他の資産合計 1,448,992 1,368,937

固定資産合計 3,161,107 3,076,174

資産合計 8,723,334 8,640,309
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 251,571 205,023

短期借入金 1,400,000 1,600,028

1年内償還予定の社債 170,000 170,000

1年内返済予定の長期借入金 146,086 116,976

未払金及び未払費用 514,904 571,879

未払法人税等 27,796 13,295

前受金 164,725 145,139

その他 15,241 44,141

流動負債合計 2,690,325 2,866,483

固定負債

社債 345,000 310,000

長期借入金 161,836 132,592

退職給付引当金 272,525 272,626

長期未払金 20,296 17,638

固定負債合計 799,658 732,856

負債合計 3,489,984 3,599,339

純資産の部

株主資本

資本金 1,777,743 1,777,743

資本剰余金 1,536,643 1,536,643

利益剰余金 1,915,018 1,723,530

自己株式 △73 △73

株主資本合計 5,229,331 5,037,842

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 4,018 3,126

その他の包括利益累計額合計 4,018 3,126

純資産合計 5,233,349 5,040,969

負債純資産合計 8,723,334 8,640,309
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 2,177,500 2,147,822

売上原価 693,377 696,565

売上総利益 1,484,123 1,451,257

販売費及び一般管理費 1,651,060 1,677,631

営業損失（△） △166,937 △226,374

営業外収益

受取利息 71 61

為替差益 4,083 2,455

貸倒引当金戻入額 1,212 －

雑収入 860 1,207

営業外収益合計 6,228 3,723

営業外費用

支払利息 4,608 4,911

社債利息 1,583 1,678

社債発行費 2,217 －

営業外費用合計 8,409 6,590

経常損失（△） △169,118 △229,240

特別損失

固定資産除却損 7,049 2,419

特別損失合計 7,049 2,419

税金等調整前四半期純損失（△） △176,168 △231,659

法人税、住民税及び事業税 3,585 7,912

法人税等調整額 △67,711 △48,084

法人税等合計 △64,125 △40,171

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △112,042 △191,488

四半期純損失（△） △112,042 △191,488
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △112,042 △191,488

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △237 △891

その他の包括利益合計 △237 △891

四半期包括利益 △112,280 △192,379

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △112,280 △192,379
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【会計方針の変更】

　（減価償却方法の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しています。

　これによる、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微

です。

　

　

【追加情報】

　   　該当事項はありません。

　

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりです。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

減価償却費 46,262千円 42,909千円

   

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）　

　　　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 183,764 1.0平成23年３月31日平成23年６月30日 利益剰余金

　　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）　

　　　配当金支払額

　　　該当事項はありません。

　

　　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）および当第１四半期連結累計期

間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　当社グループは、ブライダル事業の単一セグメントであるため、記載を省略しています。

　

　　

（金融商品関係）

　　　　前連結会計年度の末日に比べて著しい変動がないため、記載を省略しています。

　

　

（有価証券関係）

　該当事項はありません。
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（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　　　　該当事項はありません。

　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額および算定上の基礎は、以下のとおりです。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 0円61銭 1円04銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（千円） 112,042 191,488

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 112,042 191,488

普通株式の期中平均株式数（千株） 183,764 183,764

　　 (注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在

　　　　　株式が存在しないため記載していません。　

　

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年８月13日

株式会社シーマ

取締役会　御中

ＵＨＹ東京監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 車田　英樹　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鹿目　達也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社シーマの

平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成24

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。　

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シーマ及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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